
 

 

えんちょう先生の 

わくわくだより 

令和 3年５・２４  NO ４ 

１歳児、順番を知った車遊び！ 

砂場で砂を掘ったり、お椀を伏せて砂のケーキを作って貰っていたこども達。そこへ足

漕ぎの車を見つけた RちゃんとG君が坂になった部屋の入口から車で滑り降りる事を思

いつき、すごいスピードで降りて来て得意そうな笑みを浮かべている。それを見た H君

やMちゃん、すぐに遊びの手を止めて車の周りに集まり「のりたい！」とばかりにハン

ドルを握り始めた。R ちゃんや G 君はまだやりたくて譲れず、２回までは見守った。３

回目、保育士が「１回変わろうか？」なんて声を掛けても、抱き上げようとしてもハンド

ルにしがみついて離れない二人。そこで大きな〇を書き、「ここは駅だよ Rちゃん、ここ

に入って下さい」と声を掛けると Rちゃん、すんなり降りて丸の中に。その間に Mちゃ

んは車に乗って坂の上に・・ところが G君はどうにもこうにも・・そこで先生が抱き上

げて、「ここでまっていようね～」とちょっと嫌がる G 君だったが先生に抱っこされて丸

に入る。だからそばで待っていた H 君は車に乗って・・・そんな事を何度も何度も繰り

返す。最初は、丸の中で怒りながら先生に抱かれていた子も回を重ねる度に、体の力が抜

けて待つ事が出来る様になっていく。まだ、言葉で物事全体の理解が出来ない１才児に

言葉でいくら言い聞かせようとしても無理。それより、目の前の〇に何？と気持ちが動

きこどもは入ってみる。そして、そこに入っていたら又車に乗れた。〇に入っていると、

車に乗れる・・を覚えていく。こどもが順番を覚えるって、こんな所からなんですね。い

つもいつも上手く行く時ばかりではないけれど、見て真似をして、トラブルにも成長が

あり、１才児も日々学習を重ねながら育っています。 
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入
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叩
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さあ、くるまがきたよ 

よかったね 

わたし？ 

ちがう！ 

さ
あ
遊
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年長さん、先生に読んでも

らったエルマーの冒険か

ら、怪獣や動物作りが始ま

った！ 

いらっしゃい 

いらっしゃい 

お寿司はいかが？ 

くるくる寿司だよ 

イチゴ狩り楽しか

った！ 

「きゅうりは手がないから支柱が

いるね」と先生に図鑑で・・・ 

私達 ねずこよ 

       どうぞ 

まん丸だよ 

マグロどう？ 


